
▶ 関東ブロック商工連連絡協議会………………………… ( 本文は 3面 )
1 都 10 県の商工会連合会の会長、専務理事が集った関東ブロック
商工連連絡協議会は熱く意見が交わされました。議題に上がったの
は職員の資質向上、財源確保と事業内容の拡大、会員の拡大と大変、
多岐に亘りました。5月末に就任した石澤義文全国商工会連合会会
長も出席、議論の行方を見守りました。
▶ 21年度青年経営者の主張大会……………………………(本文は4面 )
「青年経営者の主張大会」はいつものことながら横断幕や幟が掲げ
られ、熱いエールが送られる中、行われました。講評で審査委員長
を務めた当連合会の桂敎夫会長は真面目な取り組みを評価、「一生
懸命さが審査委員の皆様に伝わっていた」と話しました。
▶ ヨルイチ ……………………………………………………(本文は 5面 )
昔懐かしい市を楽しんでもらおう、と 5年前に始まったあきる野市
の「ヨルイチ」は来場者が今では 1万人を超える数となっています。
中小企業庁の「新・がんばる商店街 77選」にも選ばれました。
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2009 年（平成 21）9月 1日

「新・がんばる商店街 77 選」に
選ばれ、表彰後にヨルイチ実行
委員会関係者が経済産業大臣と
記念撮影

危機が語られる一方、商工会のメリットが次々と指摘された「関東ブロック商工連連絡協議会」

表彰式後に表彰状と盾を手に微笑む「青年経営者の主張大会」の受賞者

 ・「多摩・島しょ地域商工業者のあり方」について
     実効性のある支援策を提示
     具体化へ「商業」、「工業・建設業」、「農商工」3委員会を設置
・立川市で関東ブロック商工連連絡協議会を開催
    「商工会の再生と未来」をテーマに
    1 都 10 県の県連会長が熱い意見交換
・10 月 3、4の両日、昭島市で
    平成 21 年度「東京の島・多摩　観光物産展」を開催
・渡部栄一郎氏 ( 国立 ) が最優秀賞
   平成 21 年度の「青年経営者の主張大会」
・  「躍進を目指して わが社の『経営革新計画』」 (株)伊東 NC工業
・多摩地域商工会エリアの景況
・多摩・島しょ地域のイベント　大特集 Part28
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「
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
商
工
業
者
の
あ
り
方
」に
つ
い
て

実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
提
示

農
商
工
連
携
を
中
心
と
し
た
他
機
関
と
の
連
携
事
業
も
推
進

　世界同時不況が依然として続く中、多くの中小企業が企業継続の瀬戸際　世界同時不況が依然として続く中、多くの中小企業が企業継続の瀬戸際
に立たされています。中小企業が元気を取り戻すには、個々の企業が激変に立たされています。中小企業が元気を取り戻すには、個々の企業が激変
する経済状況に的確に対応する、経営力を付けることが必要です。このたする経済状況に的確に対応する、経営力を付けることが必要です。このた
め、当連合会は①多摩・島しょ地域における商工業者のあり方②地域社会め、当連合会は①多摩・島しょ地域における商工業者のあり方②地域社会
とのかかわり方などを明らかにし、実効性のある支援策を策定していきまとのかかわり方などを明らかにし、実効性のある支援策を策定していきま
す。また、農商工業との連携事業についても東京都の農業総合研究センターす。また、農商工業との連携事業についても東京都の農業総合研究センター
や中小企業振興公社、産業技術研究センターと連携を図り、具体化していや中小企業振興公社、産業技術研究センターと連携を図り、具体化してい
きます。6月 1 日付けで当連合会に「商業」、「工業・建設業」、「農商工」きます。6月 1 日付けで当連合会に「商業」、「工業・建設業」、「農商工」
の 3委員会を新設、この 3委員会において検討を進めていきます。の 3委員会を新設、この 3委員会において検討を進めていきます。

具
体
化

具
体
化
へへ「
商
業
」

「
商
業
」、、「
工
業
・
建
設
業
」

「
工
業
・
建
設
業
」、、「
農
商
工
」

「
農
商
工
」
33
委
員
会
を
設
置

委
員
会
を
設
置

　

連
携
事
業
に
つ
い
て
は
「
産
業
総
合
支

援
拠
点
T
A
M
A
」
へ
当
連
合
会
が
来

年
二
月
に
移
転
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を

好
機
と
捉
え
、
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

商
業
委
員
会
は
、「
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
を
発
展
的
に
移
行
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
工
業
・
建
設
業
委
員
会
」
と
「
農

商
工
委
員
会
」
の
両
委
員
会
は
新
し
く
設

置
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
と
も
連
合
会
の
役
員(

理
事)

が
委
員
と
な
り
、
委
員
長
、
副
委
員
長
を

含
め
て
八
名
〜
九
名
の
陣
容
で
す
。 

各
委

員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
は
次
の
各
氏

で
す
。

【
商
業
委
員
会
】
▽
委
員
長=

原
島
芳
一
・

調
布
市
商
工
会
会
長
▽
副
委
員
長=

才
神

芳
美
・
東
久
留
米
市
商
工
会
会
長
【
工
業
・

建
設
業
委
員
会
】▽
委
員
長=

井
上
敏
夫
・

日
野
市
商
工
会
会
長
▽
副
委
員
長=

平
畑

文
興
・
昭
島
市
商
工
会
会
長

【
農
商
工
委
員
会
】
▽
委
員
長=

栗
山
昇
・

狛
江
市
商
工
会
会
長
▽
副
委
員
長=

浅
沼

基
・
三
宅
村
商
工
会
会
長

　

三
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
連
合
会
に
設

置
し
て
い
る
委
員
会
は
十
委
員
会
へ
と
拡

大
し
ま
す
。

商業委員会

原島　芳一
委員長

才神　芳美
副委員長

工業・建設業委員会

井上　敏夫
委員長

平畑　文興
副委員長

農商工委員会

栗山　昇
委員長

浅沼　基
副委員長
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ま
た
、
多
摩
地
区
か
ら
は
燻
製
チ
ー
ズ
、
和
菓
子
、
飴
、

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
を
出
品
す
る
予
定
で
す
。

　

出
店
規
模
は
約
二
十
店
と
な
る
予
定
で
す
。
開
催
時
間

は
両
日
と
も
午
前

九
時
半
か
ら
。
閉

店
は
両
日
と
も
午

後
五
時
半
で
す
。

　

両
日
で
二
万
人

近
い
人
の
来
場
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

2009 年（平成 21）9月 1日

「
商
工
会
の
再
生
と
未
来

「
商
工
会
の
再
生
と
未
来
」」を
テ
ー
マ
に

を
テ
ー
マ
に

11
都都
1010
県
の
県
連
会
長
が

県
の
県
連
会
長
が
熱
い
意
見
交
換

熱
い
意
見
交
換

　
徹
底
し
た
巡
回
指
導
の
重
要
性
を
確
認

　

十
一
年
に
一
回
、
東
京
都
で
の
開
催
が

回
っ
て
き
、
一
都
十
県
の
商
工
会
連
合

会
の
会
長
、
専
務
理
事
が
集
う
、
当
連
合

会
主
催
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
連
連
絡
協

議
会
が
八
月
六
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
会
員
並

び
に
商
工
会
の
減
少
、
県
等
の
補
助
金
の

減
少
な
ど
商
工
会
へ
の
逆
風
を
撥
ね
返
そ

う
、と
「
商
工
会
の
再
生
と
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
熱
い
意
見
を
交
わ
し
「
巡
回
指
導
は

商
工
会
事
業
の
原
点
。
徹
底
し
て
巡
回
指

導
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
認
識

で
一
致
。
巡
回
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
く

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

 　

協
議
会
は
各
県
連
か
ら
予
め
提
出
さ

れ
た
議
題
を
専
務
理
事
会
議
で
検
討
。
そ

の
上
で
全
体
会
を
開
い
て
会
長
ら
が
順
繰

り
に
各
県
連
の
実
態
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
商
工
会
事
業
へ
の
意
見
を
述
べ
る
形

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
小
倉
忠
一
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
連
連
絡
協
議
会
会
長
と
当
連
合
会
の

桂
敎
夫
会
長
が
挨
拶
。小
倉
会
長
は「
我
々

の
ブ
ロ
ッ
ク
も
活
動
い
か
ん
に
よ
っ
て
は

全
国
連
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
る
」
と
し
、
桂
会
長
は
再
生
と

未
来
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
環
境
が

激
変
す
る
中
で
商
工
会
が
ど
う
い
う
道
を

行
く
の
か
模
索
が
始
ま
っ
て
い
る
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
枝
健
二
東
京
都
産
業
労
働
局

総
務
部
長
、
石
澤
義
文
全
国
商
工
会
連
合

会
会
長
が
来
賓
挨
拶
。
三
枝
部
長
は
「
厳

し
い
経
済
局
面
で
そ
の
都
度
つ
ど
中
小
企

業
の
経
営
者
が
最
も
頼
り
に
し
た
の
が
地

元
の
商
工
会
」、
石
澤
会
長
は
「
非
常
に

厳
し
い
状
況
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
今
こ
そ

商
工
会
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時
期

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

議
論
に
上
げ
た
の
は
職
員
の
資
質
向

上
、
財
源
確
保
と
事
業
内
容
の
拡
大
、
会

員
の
拡
大
、
企
業
訪
問
と
巡
回
指
導
、
メ

デ
ィ
ア
の
利
用
、
行
政
要
望
の
強
化
、
市

町
村
合
併
に
と
も
な
う
商
工
会
と
商
工
会

議
所
と
の
合
併
問
題
、
知
事
と
の
連
携
と

多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

会
員
減
少
率
が
全
国
一
小
さ
い
埼
玉
県

連
か
ら
は
役
職
員
を
含
め
て
企
業
訪
問
隊

活
動
と
し
て
会
員
企
業
を
隈
な
く
巡
回
し

た
こ
と
、
合
併
問
題
に
関
連
し
て
は
「
地

域
の
商
工
会
の
方
が
会
員
の
た
め
に
な
っ

て
い
る
」、「
商
工
会
の
方
が
余
程
役
に
立

つ
」、「
都
市
部
で
衰
微
し
た
と
こ
ろ
を
商

工
会
が
抱
き
か
か
え
て
い
る
」
と
い
っ
た

意
見
が
相
次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
と
し
て
最
後
に
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
桂
会
長
は
「
今
日
の
話
で
心
を
打

た
れ
た
の
は
埼
玉
県
の
訪
問
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
石
澤
会
長
も
巡
回
指
導
を
徹
底
し
て

や
り
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
辺
が
今

日
の
集
大
成
の
入
り
口
」、
続
い
て
発
言

を
行
っ
た
石
澤
会
長
は
「
こ
う
い
う
議
論

が
あ
る
限
り
商
工
会
も
満
更
で
も
な
い
」

と
結
び
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
全
国
商
工
会
連
合
会
か
ら
寺

田
範
雄
専
務
理
事
、
関
東
経
済
産
業
局
か

ら
高
原
一
郎
局
長
、
増
田
仁
産
業
部
長
ら

も
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

1
面
に
写
真)

立川市で
関東ブロック
商工連連絡
協議会を
開催

10 月 3、4の両日、
昭島市で平成 21年度
「東京の島・多摩
観光物産展」を開催

昭島市で開かれた昨年の
「東京の島・多摩　観光
物産展」

　

当
連
合
会
は
「
東
京　

島
と
多
摩
の
『
い
い
も
の
』
見

つ
け
た
!
」
を
テ
ー
マ
に
翼
下
十
四
商
工
会
と
共
催
で
十

月
三(

土
曜)

、
四(
日
曜)

の
両
日
、
昭
島
市
内
の
モ
リ

タ
ウ
ン
飲
食
店
街
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
で
平
成
二
十
一
年
度

の
「
東
京
の
島
・
多
摩　

観
光
物
産
展
」
を
開
き
ま
す
。

　

東
京
の
島
し
ょ
・
多
摩
地
域
の
特
産
物
等
を
一
堂
に
集

め
て
販
売
・
P
R
す
る
と
と
も
に
、
観
光
P
R
も
行
い

ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
来
場
下
さ
い
。

　

出
展
品
は
島
し
ょ
地
区
が
く
さ
や
製
品
、
明
日
葉
製
品
、

水
産
加
工
品
、
塩
、
花
、
焼
酎
な
ど
で
す
。

奮ってご
来場を !!
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渡
部
栄
一
郎
氏

渡
部
栄
一
郎
氏((
国
立
国
立))

が
最
優
秀
賞

が
最
優
秀
賞

平
成
21
年
度
の「
青
年
経
営
者
の
主
張
大
会
」

　

東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
七
月

五
日
、
昭
島
市
の
フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン
昭
和

館
で
平
成
二
十
一
年
度
の
「
青
年
経
営
者

の
主
張
大
会
」
を
開
き
、
翼
下
二
十
七
商

工
会
の
青
年
部
の
代
表
二
十
人
が
主
張
を

繰
り
広
げ
、
競
い
合
っ
た
結
果
、「
青
年

部
活
動
か
ら
そ
の
先
へ
」
の
表
題
で
主
張

を
し
た
国
立
市
商
工
会
青
年
部
の
渡
部
栄

一
郎
氏
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

渡
部
氏
は
青
年
部
が
主
催
し
、
今
年
で

四
十
四
回
と
回
を
重
ね
る
「
天
下
市
」
の

実
行
委
員
長
と
い
う
重
責
を
務
め
て
の
体

験
か
ら「
青
年
部
が
商
人
道
を
忘
れ
ず
に
、

活
動
を
す
れ
ば
街
は
住
み
易
い
環
境
に
変

化
す
る
」
と
今
に
商
人
道
を
蘇
ら
す
こ
と

の
重
要
性
を
説
き
ま
し
た
。

闘
賞
は
「
若
き
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
生
み
出

す
イ
ン
パ
ル
ス
」
の
新
島
村
商
工
会
の
木

村
諭
史
氏
が
獲
得
。
ま
た
、
大
髙
衛
・
全

国
商
工
会
連
合
会
商
工
会
組
織
強
化
推
進

本
部
長
が
選
ぶ
特
別
賞
に
は
「
青
年
部
に

は
夢
が
あ
り
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
!
」
の

昭
島
市
商
工
会
の
森
髙
志
氏
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　

表
彰
式
後
の
講
評
で
桂
敎
夫
・
審
査
委

員
長
（
当
連
合
会
会
長
）
は
「
主
張
者

の
一
生
懸
命
さ
が
審
査
委
員
の
皆
様
に

伝
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
皆
様
方
に

お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
真
剣
な
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
ま

し
た
。 　
　
　
　
　
　
　

 (

1
面
に
写
真)

　

国
立
市
商
工
会
青
年
部
と
し
て
は
昨
年

も
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
お
り
、
二
年
連

続
の
最
優
秀
賞
と
い
う
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。

　

優
秀
賞
は
表
題
が
「
こ
れ
ま
で
の
私
、

こ
れ
か
ら
の
私
」
の
調
布
市
商
工
会
の
高

橋
裕
二
氏
、
優
良
賞
は
「
仲
間
が
い
る
」

の
東
大
和
市
商
工
会
の
加
藤
武
司
氏
、
敢

カ
ラ
オ
ケ

カ
ラ
オ
ケ
BB
OO
XX
でで

一
人
深
夜
ま
で
練
習

一
人
深
夜
ま
で
練
習  

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
渡
部
栄
一
郎
さ
ん

の
喜
び
の
声　

 

仲
間
の
熱
い
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、
全
力
で
主
張
大
会
に
向
か
え
た

結
果
で
す
。
一
回
目
の
練
習
で
部
員
か
ら

ダ
メ
出
し
を
さ
れ
、
奮
起
し
て
カ
ラ
オ
ケ

B
O
X
で
一
人
深
夜
ま
で
練
習
を
し
た

の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

多摩のハイテク企業が結集
公社らと「きらりと光る企業展 2009」
　東京都中小企業振興公社、東京都立産業技術研究セン
ター、当連合会は「未来の鍵がここにある !」を標語に 7
月 27 日、立川市内のパレスホテル立川で「きらりと光る
企業展 2009」を開きました。
　関東経済産業局から受託をした平成 21 年度地域力連携
拠点事業である同展には計測・分析器、半導体・電子デバ
イス、航空・宇宙、電気・電子機器、環境、医療・福祉、
情報・通信、精密機器など多摩地域が誇るハイテク企業な

ど 53 社と支援機関、金融
機関など 15 機関が出展。 
　交流やマッチングに力
を入れました。

多摩のハイテク機器が展示された
「きらりと光る企業展 2009」

「地域の魅力セレクション 2009」に出展
島しょ地域の観光の魅力を PR

　当連合会は経済産業省中小企業庁が 7月 31 日から 3日
間、東京・有楽町の東京国際フォーラムで開いた「地域の
魅力セレクション 2009」に出展。来場者にパンフレット
を配布して大島、八丈島、三宅島、新島、神津島の伊豆諸
島や、小笠原諸島など島しょ地域の観光の魅力を PR しま

した。
　2009 は地域の魅力ある
産品を大消費地である首都
圏の人々に知ってもらい、
地域の活性化に生かしてい
こうという、日本テレビタ
ワー 大屋根広場での開催
を第一弾とした、4月末か
らのキャンペーンです。

島しょ地域の魅力を PRした
「地域の魅力セレクション 2009」

最優秀賞に輝いた
渡部栄一郎氏

商人道の
重要性を
説いた

東京都商工会報　vol.289

4



2009 年（平成 21）9月 1日

「
土
方
歳
三
う
ど
ん
」と
日
野
産

野
菜
と
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト

商
工
会
の
開
発
う
ど
ん
で

女
性
農
業
者
が
料
理
を
つ
く
り
、

試
食
会

　

日
野
市
商
工
会
の
人
気
食
品
で
あ
る

「
土
方
歳
三
う
ど
ん
」
と
日
野
産
野
菜
と

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト―

。
日
野
市
内
の
女
性

農
業
者
の
集
ま
り
で
あ
る「
み
ち
く
さ
会
」

が
七
月
六
日
、
日
野
農
産
物
直
売
所
で
開

い
た
、
日
野
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
試

食
会
で
「
歳
三
う
ど
ん
」
を
食
材
と
し
た

料
理
が
作
ら
れ
、
み
ち
く
さ
会
は
無
料
で

料
理
を
レ
シ
ピ
と
と
も
に
、
来
場
者
に
配

り
、
試
食
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
み
ち
く
さ
会
の
活
動
P
R
と
、
歳
三

う
ど
ん
と
日
野
産
野
菜
の
販
売
促
進
を
協

同
し
て
図
ろ
う
、
と
初
め
て
連
携
し
た
も

の
で
す
。

　

日
野
市
商
工
会
で
は
、
こ
の
商
業
・
工

業
と
農
業
の
連
携
に
さ
ら
に
、
弾
み
を
つ

け
、人
気
の
あ
る「
歳
三
う
ど
ん
」に
続
く
、

商
工
会
が
扱
う
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
第

二
の
商
品
を
誕
生
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

　

今
回
の
試
食
会
は
、
年
二
回
開
催
し
て

い
る
商
工
会
と
日
野
市
と
の
連
絡
協
議
会

で
井
上
敏
夫
会
長
が
「
農
業
と
連
携
を
図

り
た
い
」と
表
明
。さ
ら
に
、商
工
会
が「
歳

三
う
ど
ん
」
の
新
た
な
販
売
促
進
策
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
野
市
産
業
振

興
課
が
み
ち
く
さ
会
が
実
施
し
て
い
る
試

食
会
で
「
歳
三
う
ど
ん
」
を
活
用
し
て
相

乗
効
果
を
図
る
こ
と
を
提
案
、
実
現
し
ま

し
た
。

　
「
歳
三
う
ど
ん
」
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

は
「『
土
方
歳
三
う
ど
ん
』
の
夏
野
菜
と

焼
肉
の
た
れ
の
和
え
麺
」
で
す
。

農産物直売所で行われた試食会

「
ヨ
ル
イ
チ
」が「
新
・
が
ん
ば
る

商
店
街
77
選
」
に
選
ば
れ
る

「
幅
広
い
世
代
に
支
持
」と
評
価

　

都
会
に
は
無
い「
古
」、「
静
」、「
暗
」、「
ス

ロ
ー
」、「
和
」
を
テ
ー
マ
に
昔
懐
か
し
い

市
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
、
と
五
年
前
に

始
ま
り
、
今
で
は
他
県
か
ら
も
見
学
者
が

訪
れ
、
来
場
者
が
一
万
人
に
も
膨
れ
る
五

日
市
商
和
会(

あ
き
る
野
市)

の
「
ヨ
ル

イ
チ
」―
。

　

そ
の
「
ヨ
ル
イ
チ
」
が
地
域
の
活
性
化
や

ま
ち
づ
く
り
の
ユ
ニ
ー
ク
な
モ
デ
ル
と
な

る
事
例
を
全
国
か
ら
集
め
た
経
済
産
業
省

中
小
企
業
庁
の
「
新
・
が
ん
ば
る
商
店
街
77

選
」
に
選
ば
れ
、
実
行
委
員
会
関
係
者
ら
が

七
月
七
日
、
東
京
・
花
川
戸
の
東
京
都
立
産

業
貿
易
セ
ン
タ
ー
台
東
館
で
二
階
俊
博
経

産
相
ら
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
&
交
流
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ル
イ
チ
は
そ
の
日
だ
け
の
人
集

め
や
、
モ
ノ
を
売
る
こ
と
に
力
を
注
ぐ

の
で
は
な
く
、
同
イ
ベ
ン
ト
以
外
の

三
百
六
十
四
日
の
経
営
を
考
え
た
企
画
に

と
く
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
色
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
同
イ
ベ
ン
ト
は
商
工
会
発

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
あ
き
る
野
商
工
会
が

総
合
振
興
計
画
を
策
定
。
こ
の
中
で
五
日

市
の
活
性
化
の
た
め
に
と
企
画
を
し
ま
し

た
。 　
　
　
　
　
　
　
　

(

1
面
に
写
真)

魅力が一杯の地元の食品、魅力が一杯の地元の食品、
工芸品を地域ブランド工芸品を地域ブランド
「秋川渓谷物語」に「秋川渓谷物語」に
第 1弾に食品 28点、
工芸品 2点を認定

　あきる野商工会は、魅力が一杯の地元の食品、工
芸品を地域ブランド「秋川渓谷物語」と認定する事
業を始め、その第一弾として「秋川牛ビーフジャー
キー」など食品 28 点 ( 農作物含む ) と「五日市染め」
など工芸品 2点、合わせて 30 点を秋川渓谷物語に
認定しました。地域ブランドは、自治体が旗を振る
ケースが比較的多く、商工会が認定をするのはまだ
まだ少ないといわれます。
　認定品については商工会のホームページにアップ
し、また、都内で開催する物産展に出品、広く広報
をし、認知度を高めていく計画です。
　多摩川の支流である清流秋川は、あきる野市のシ
ンボルです。渓谷を中心にその訪問客は年間 140 万
人にも達しています。このように多くの人に良く知
られ、イメージも優れている、さらに、地域的に偏
りがないことからブランドに秋川渓谷物語を選びま
した。
 　認定に当たっては事業所、法令、技術、地域性、
生産性の 5項目について基準を設け、事前審査で点
数化、審査会当日の審査員得点の合計点を基本に検
討して決めました。
 　あきる野商工会では「これを契機として事業所さ
んに新商品の開発をしていただければ…」と認定に
熱い期待を寄せています。

「秋川渓谷物語」
に認定されたうち
の一つ「秋川牛
ビーフカレー」

あきる野
商工会
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2009 年（平成 21）9月 1日

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　注２．ＤＩマーク　　：＋ 30 ～　　：＋ 10 ～＋ 30　　：＋ 10 ～－ 10　　：－ 10 ～－ 30 　　：－ 30 ～
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　　　注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

多摩地域企業様
向けにジョブ・
カード制度
説明会を開催   ((株株) 伊東 NC工業) 伊東 NC工業 ネジ穴位置測定用ゲージとマイクロメーター用補助リング体の製造

　

当
社
は
自
動
車
部
品
の
試
作
、
開
発
、
そ
れ
と
半
導

体
製
造
装
置
の
部
品
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
は
三
十
年
近
く
ず
っ
と
取
引
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
革
新
計
画
の
「
ネ
ジ
ピ
ン
ゲ
ー
ジ
」
は
ネ
ジ
穴

の
位
置
を
正
確
に
、
簡
単
に
測
定
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
治
具
で
す
。

　

計
画
の
も
う
一
つ
の
「
マ
イ
ク
ロ
ガ
イ
ド
」
は
外
側

マ
イ
ク
ロ
か
ら
シ
リ
ン
ダ
ー
ゲ
ー
ジ
、
内
測
キ
ャ
リ

パ
ー
へ
の
寸
法
セ
ッ
ト
が
正
確
に
、
容
易
に
出
来
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

最
近
、
精
度
に
対
す
る
要
求
が
大
変
、
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
他
社
で
も
困
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と

製
品
化
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
ガ
イ
ド
は
従
業
員
の
提
案
に
よ
る
も
の
で

す
。
ピ
ン
ゲ
ー
ジ
も
ガ
イ
ド
も
現
場
か
ら
生
ま
れ
た
製

品
で
す
。
ま
た
、
当
社
に
と
っ
て
は
初
の
自
社
製
品
と

な
り
ま
す
。
現
場
に
は
困
っ
て
い
る
こ
と
は
け
っ
こ
う

あ
る
の
で
第
三
、
第
四
の
製
品
が
生
ま
れ
て
く
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

販
売
で
は
、
販
路
を
広
げ
よ
う
と
い
ま
、
作
戦
を
色
々
、

練
っ
て
い
ま
す
。
で
き
た
ら
全
国
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
は
ど
ん
な
工

場
で
も
使
う
の
で
底
辺
が
広
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

計
算
で
は
需
要
が
七
億
円
に
も
な
り
ま
す
。

　

経
営
革
新
計
画
に
つ
い
て
は
商
工
会
の
経
営
指
導
員
、

中
小
企
業
診
断
士
の
先
生
ら
の
指
導
を
得
な
が
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
た
。
商
工
会
さ
ん
抜
き
で
は
で
き
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

取
っ
て
み
て
周
り
か
ら

の
評
価
が
色
々
あ
っ
て
、

そ
れ
で
こ
れ
は
凄
い
こ
と

な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

計
画
に
は
色
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
会
社
に
ど
う
活
か
し

て
い
く
か
、
そ
う
い
う
希

望
が
出
て
き
た
の
が
い
い

で
す
ね
。

(

武
蔵
村
山
市
伊
奈
平
2
‐

7
0
‐
1)

「
計
画
メ
リ
ッ
ト
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
に
希
望
」

　

多
摩
地
域
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
十
一

月
十
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
立
川
商
工
会
議
所
大
会
議

室
に
於
い
て
、
多
摩
地
域
の
企
業
様
向
け
に
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー

ド
制
度
の
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
特
に
今
後
従
業
員
の
採
用
を
検
討
予
定
の

企
業
に
は
、
耳
寄
り
な
情
報
で
す
。
こ
の
説
明
会
で
は
、
①

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
の
解
説
②
最
新
の
助
成
金
に
関
す
る

情
報
③
訓
練
実
施
企
業
の
事
例
④
訓
練
計
画
作
成
の
実
務
な

ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
定
員
二
百
名
、
参
加
費
無
料
。

尚
、
立
川
に
ご
参
加
で
き
な
い
方
は
、
東
京
商
工
会
議
所
に

於
い
て
も
十
一
月
二
十
六
日
に
開
催
致
し
ま
す
の
で
都
合
の

良
い
方
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ご
希
望
者
は
立
川
商
工
会
議
所
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー(

0
4
2
‐
5
2
7
‐
2
7
0
0)

に
ご
連
絡
下

さ
い
。

「経営革新計画」のご相談・お問い合わせは最寄りの商工会・商工会連合会へ
「経営革新計画」の承認により事業資金や税制などに対する支援を受けることができるようになります。

代表取締役 

伊東　歌津己氏

初の自社製品「ネジピンゲージ」

わが社の「経営革新計画」躍進を目
指して
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新事務局長

2009 年（平成 21）9月 1日

＊約 2割ダウンが 10 ヵ月くらい続
いており、体力がどこまで持つか。  
　　( 空調・住宅関連機器製造業 )
＊例年は開店休業の時期だが、今
は公社住宅の工事で忙しい。以降
は不透明。　　　(一般管工事業 )  
＊大型店の安売り、ポイントで困っ
ている。　(電気機械器具小売業 )
＊近隣工場の不況と高速道路の
休日千円の影響で、ゴールデン
ウィークは人が減ったようだ。
　　　　　　　　　( 中華料理店 )

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDI はそれぞれ改善も依然低位。次期売上見通しはさらに
厳しい。経営上の問題点の第 1位は 4期連続「需要の停滞」。

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDI の全てが大幅改善。経営上の問題点の第 1位は「需要
の停滞」から「請負単価の低下、上昇難」へ変わる。

売上高前期比DI は大きく改善したが、次期見通しは苦しい。採算期中DI、資金繰りDI も改善。
経営上の問題点の第 1位は「需要の停滞」から「大・中型店との競争激化」に変わる。

売上高前期比DI、採算期中DI、資金繰りDI の悪化に歯止めがかかる。経営上の問題点の第 1位は「需
要の停滞」から「大企業との競争激化」へ変わる。

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。　注２．ＤＩマーク　　：＋ 30 ～　　：＋ 10 ～＋ 30　　：＋ 10 ～－ 10　　：－ 10 ～－ 30 　　：－ 30 ～
注３．サンプルは多摩地域 150 企業原数値採用。　　　　　　　　　　　　注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値
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声

建設業

小売業

サービス業

製造業

調 査 企 業 の
■ 売上高（前期比DI）・採算（期中DI）の推移

持ち直しの動き　全ての業種で売上・採算が改善  中小
企業
景況
調査 多摩地域商工会エリアの景況多摩地域商工会エリアの景況

売上 売上 売上 売上

(

8
月
1
日)

▽
清
瀬
・
事
務
局
長(

新

規
採
用)

松
本
成
史

【
退
職
】(

7
月
31
日)

清
瀬
・
事
務
局
長 

越
石
敏
明

松本　成史
( 清瀬 )

　

中
小
企
業
に
よ
る
国
内
最
大
級
の
ト

レ
ー
ド
シ
ョ
ー
、「
第
十
二
回
産
業
交
流

展
2
0
0
9
」
が
十
一
月
四
日
か
ら
三

日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
か
れ
ま
す
。

　

同
展
は
東
京
都
、
当
連
合
会
な
ど
関
係

八
機
関
が
「
産
業
交
流
展
2
0
0
9
実

行
委
員
会
」
を
組
織
、
同
委
が
主
催
し
て

開
催
し
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
原
則
と

し
て
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
の
一
都
三
県
に
事
業
所
が
あ
る
、
事

業
意
欲
に
溢
れ
た
中
小
企
業
が
自
慢
の
技

術
・
製
品
を
展
示
、
受
発
注
の
拡
大
、
販

路
の
開
拓
、
技
術
・
製
品
情
報
の
交
換
・

収
集
、
企
業
間
連
携
の
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。

　

昨
年
の
十
一
回
産
業
交
流
展
で
は

七
百
四
十
九
企
業
・
団
体
、
八
百
六
十
一

小
間
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
も「
情

報
」、「
環
境
」、「
医
療
・
福
祉
」、「
機
械
・

金
属
」
の
四
分
野
に
同
規
模
か
、
そ
れ
を

上
回
る
出
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
会
と
併
せ
て
「
2
0
0
9
年
東
京

都
ベ
ン
チ
ャ
ー
技
術
大
賞
表
彰
式
」、「
東

京
デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、「
八
都
県
市

合
同
商
談
会
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

人事 交 流11 月4、5、6日に
「第12回産業交流展 2009」
1都3県から700 半ばの企業が結集

21 年度第 1・四半期 ( 4~ 6 月 )

4 ～6 7 ～9 4 ～6 7 ～9 4 ～6 7 ～9
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日　程 イベント名 会　場 内　容 主催者・問合せ先

10

月

11 日 ( 日 ) ~ 
12 日 ( 月・祝 )

第 54回調布市商工まつり　
( 調布市 )

調布市庁舎前広場 調布市文化会館たづ
くり ( むらさきホール、くすのきホール ) びっくり市、PR展示、ステージイベント

第 54 回調布市商工まつり運営委員
会 ( 商工会内 ) 042-485-2214

17 日 ( 土 ) 甲州夢街道ウォーク 2009
( 八王子市 ) 八王子~相模湖 ( 約 16km) 甲州夢街道 ( 旧道含む ) にまつわる歴史にふれながらウォーク

を楽しんでいただく
八王子商工会議所内　甲州夢街道
事務局  042-623-6311

17 日 ( 土 ) 2009 武蔵村山市商工会ウォー
キングイベント ( 武蔵村山市 ) 武蔵村山市内 ふんごまっしぇえ ! 武蔵村山へ

~軽便鉄道跡と昔なつかしい里山散歩道~
武蔵村山市商工会ウォーキングイ
ベント委員会  042-560-1327

17 日 ( 土 ) ~
18 日 ( 日 )

第 9回八王子メッセ
街道市 ( 八王子市 )

JR 八王子駅北口西放射線
ユーロード 甲州街道沿線地域の特産品、名産品の販売 八王子商工会議所　八王子ファッ

ション都市協議会  042-623-6311

17 日 ( 土 ) ~
18 日 ( 日 )

第 37回なかよし市民まつり
( 小金井市 ) 都立小金井公園 キャラクターショー、ステージショー、フリーマーケット、

大道芸パフォーマンス、展示即売
なかよし市民まつり実行委員会  
042-381-8765

18 日 ( 日 ) 第 14回調布飛行場まつり
( 調布市 ) 調布飛行場 ステージイベント、PR展示、飲食コーナー 調布飛行場まつり実行委員会   

042-234-4840

18 日 ( 日 ) きよせ市民まつり 2009
( 清瀬市 ) 清瀬駅北口けやき通り 即売、青空バザー、ステージイベント、手作りコーナー、

消費生活展
きよせ市民まつり実行委員会
042-491-6648

18 日 ( 日 ) こくぶんじ朝市 ( 国分寺市 ) 都立武蔵国分寺公園 農業生産物の販売、フリーマーケット、商店による販売、
抽選会

こくぶんじ朝市実行委員会    
042-323-1011

24 日 ( 土 ) ~
25 日 ( 日 )

第 8回 Iのまち  いなぎ市民祭
( 稲城市 ) 稲城中央公園及び総合体育館 びっくり市、工業展、建設業 PRコーナー、農産物品評会等 Iのまち  いなぎ市民祭実行委員会

042-377-1696

24 日 ( 土 ) ~
25 日 ( 日 ) ガレリアきらり市 ( あきる野市 ) 秋留野広場 アート作家などによる手づくり作品を集めた市 あきる野ゆにーくす拠り所づくり

委員会  042-559-4511

24 日 ( 土 ) ~
25 日 ( 日 )

チャレンジ三宅島 09モーターサ
イクルフェスティバル ( 三宅村 ) 阿古　他島内全域 ツーリストプロ他 三宅島スポーツ振興会　連絡先 : モーターサ

イクルフェスティバル事務局  0120-515-389

24 日 ( 土 ) ~
25 日 ( 日 ) 

第 4回村山デエダラまつり
( 武蔵村山市 )

プリンスの丘公園とプロジェク
トMURAYAMA用地及び周辺

デエダラボッチ山車の運行、ステージイベント、村山かてうど
ん大食い「粋麺選手権」等

武蔵村山市民まつり実行委員会   
042-565-1111

25 日 ( 日 ) 都民の大島磯釣り大会 ( 大島町 ) 大島全域 魚の種類ごとに重量、大きさで各賞を決める 大島観光協会  04992-2-2177

25 日 ( 日 ) 第 19回福生市産業祭 ( 福生市 ) 福生市営野球場 産業祭と健康まつりの同時開催。模擬店、展示、アトラクショ
ン他。健康まつりでは体力チェック、健康栄養相談 福生市商工会  042-551-2927

28 日 ( 水 ) ~
11 月 8 日 ( 日 )

第 22回新島国際ガラスアート
フェスティバル ( 新島村 ) 新島ガラスアートセンター ワークショップをメーンにした国際交流。海外からの芸術家をゲ

ストとして技を披露する。最終日にはオークションが行われる 新島ガラス協会  04992-5-1540

31 日 ( 土 ) ~ 
11 月 1 日 ( 日 ) 第 40回羽村市産業祭 ( 羽村市 ) 富士見公園 市内の商業・工業・農業をはじめ、様々な産業と消費者団体の活動

と成果を紹介。見て・聞いて・触れ合うことができるイベントです
羽村市産業祭実行委員会 ( 羽村市産業
活性化推進室内 ) 042-555-1111( 代 )

31 日 ( 土 ) ~
11 月 1 日 ( 日 )

第 13回東大和市
農・商工まつり ( 東大和市 ) 東大和市役所敷地内 模擬店、展示即売、モーターショー、ステージイベント、

野菜宝船、植木即売
東大和市商工まつり実行委員会   
042-562-1131( 東大和市商工会 )

11

月

  1 日 ( 日 ) 国分寺まつり ( 国分寺市 ) 都立武蔵国分寺公園 市民まつり、商工まつり、農協まつり 国分寺まつり実行委員会 ( 国分寺市役
所文化のまちづくり課 ) 042-576-0283

  1 日 ( 日 ) ~
  3 日 ( 火・祝 ) 第 44回天下市   ( 国立市 ) 大学通り緑地帯

( 一橋大学付近 )
買って当てよう抽選会、モーターショー、わくわく体験ちびっ
こものづくり、天下市 LIVE、模擬店 　他 ( 予定 ) 

第 44 回天下市実行委員会    
042-575-1000

  3 日 ( 火・祝 ) 地蔵まつり ( 東村山市 ) 正福寺及びその周辺 地蔵の開眼法要、雅楽、浦安の舞、東村山名物店、
厄除け小地蔵有料頒布

地蔵まつり実行委員会
042-394-0511

  7 日 ( 土 ) ~ 
  8 日 ( 日 )

第 15回あきる野市産業祭
( あきる野市 ) 都立秋留台公園 市内生産品等の展示販売、友好姉妹都市栗原市・大島町による

特産品の販売
第 15 回あきる野市産業祭運営委員
会  042-559-4511

  7 日 ( 土 ) ~ 
  8 日 ( 日 ) 青梅産業観光まつり ( 青梅市 ) 青梅市永山公園グラウンド 産業 PRや物産展等会場内に様々な店が出店。イベント多数 青梅市、青梅商工会議所、青梅市

観光協会  0428-23-0111

  7 日 ( 土 ) ~ 
  8 日 ( 日 ) 東村山どんこい祭  ( 東村山市 ) 天王森公園 匠うどん 2009、よさこいフェスタ、ご当地グルメグランプリ どんこい祭実行委員会

042-394-0511

  7 日 ( 土 ) ~ 
  8 日 ( 日 )

第 21回日の出町産業まつり
( 日の出町 ) 日の出町民グランド 地元商店の出店販売。農産物、特産物の直売など約100店が出店。

一般参加者のステージショー、子供達が楽しめるイベント他

日の出町産業まつり実行委員会   
 ( 日の出町役場産業観光課商工係 )
042-597-0511  内線 207

  7 日 ( 土 ) ~ 
  8 日 ( 日 )

東村山市民産業まつり
( 東村山市 ) 東村山市役所周辺 商工業展、農畜産展、福祉部門展、文化部門展、公共部門展 産業まつり実行委員会

042-393-5111

14 日 ( 土 ) ~
15 日 ( 日 )

第 43回日野市産業まつり
( 日野市 ) 日野市中央公園・市民プラザ 工業展 (TECHNOHOUSE) および商工業製品の展示即売、農業展、

エコカー展示。他各種催し物
日野市産業まつり実行委員会 ( 商工展
事務局→日野市商工会= 042-581-3666)

14 日 ( 土 ) ~
15 日 ( 日 )

第 9回西東京市民まつり
( 西東京市 ) 西東京いこいの森公園 市内の商業・工業・農業の生産品や商品の展示・販売、ステー

ジショーやイベント等
西東京市民まつり実行委員会
042-438-4040

14 日 ( 土 ) ~
15 日 ( 日 )

第 41回昭島市産業まつり
( 昭島市 ) 昭島市民会館・公民館 市内の商業・工業・農業の生産品や商品の展示・販売。商工会は建設業部会

の親子木工教室、青年部によるくじらフワフワ、商業部会・女性部の出店等
第 41 回昭島市産業まつり実行委員
会  042-544-5111

14 日 ( 土 ) ~
15 日 ( 日 )

第 39回瑞穂町産業まつり
( 瑞穂町 ) 瑞穂町役場西側道路周辺 模擬店、商工業展、農業展他 瑞穂町産業まつり実行委員会

042-557-3389

20 日 ( 金 ) ~
24 日 ( 火 )

全国大陶器市 ( 第 8回八王子値
切り市 )( 八王子市 )

JR 八王子駅北口西放射線
ユーロード

全国の窯元、陶器卸売業者、地元陶器店など出店し、約 50 万
点の陶器、関連商品の販売

全国大陶器市振興組合
0955-43-3368

21 日 ( 土 ) ~
22 日 ( 日 )

青梅宿アートフェスティバル
( 青梅市 ) JR 青梅駅前旧青梅街道  昭和の時代の商店街を再現。様々な催し物も予定

青梅宿アートフェスティバル実行
委員会・ぶらり青梅宿実行委員会  
0428-24-2480

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

再生紙を使用しています

多摩・島しょ地域のイベント 10月 ～  11月大特集
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